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概要 

 最終更新日 2023 年 10 月 10 日 

プロジェクト名 

NEDO プロジェクト名:人工知能技術適用によるスマート社会の実現 

METI 予算請求名称 : IoT 社会実現に向けた次世代人工知能・セン

シング等中核技開発事業 

プロジェクト番号 P18010 

担当推進部/ 

ＰＭまたは担当者 

及び METI 担当課 

ロボット・AI 部 

 加藤 宏明 （ 2022 年１月 ～ 現在 ） 

 上森 大誠 （ 2021 年 5 月 ～ 2021 年 12 月 ） 

 坂元 清志 （ 2019 年 5 月 ～ 2021 年 4 月 ） 

 小川 泰嗣 （ 2018 年 4 月 ～ 2019 年 4 月 ） 

METI 担当課 産業技術環境局 研究開発課 

０．事業の概要 

これまで開発、導入が進められてきた人工知能モジュールやデータ取得のためのセンサ技術、研究

インフラを活用しながら、サイバー・フィジカル空間を結合した「超スマート社会」 を実現するた

めの研究開発・実証を行う。 

次世代人工知能技術の社会実装が求められる領域として、「人工知能の研究開発目標と産業化の

ロードマップ」における当面の検討課題のうち、（1）生産性、（2）健康、医療・介護、（3）空間の移

動の 3 分野において、関連する課題の解決に資する次世代人工知能技術の社会実装に関する研究開発

を先導研究から実施する。 

具体的には、2019 年度のステージゲート審査で継続となった 5 テーマと、「次世代人工知能・ロ

ボット中核技術開発」から移行された 7 テーマを加えた計 12 テーマを実施した。 

１．意義・アウトカム（社会実装）達成までの道筋 

 

1.1 本事業の 

位置付け・ 

意義 

第 5 期科学技術基本計画で掲げた我々が目指すべき未来社会の姿である Society 5.0 は、サイバー

空間とフィジカル空間を高度に融合させることにより、地域、年齢、性別、言語等による格差なく、

多様なニーズ、潜在的なニーズにきめ細かに対応したモノやサービスを提供することで経済的発展と

社会的課題の解決を両立し、人々が快適で活力に満ちた質の高い生活を送ることのできる、人間中心

の社会である。 

サイバー空間及びフィジカル空間に関する研究開発および実用化・事業化の開拓を推進することは

「Society 5.0」の実現に向けた必須の取組であり、価値観や戦略を関係機関と共有し、関係府省、

産業界、学術界が一体となって取組を具体的かつ着実に推進していくことが重要である。 

本事業では、これらの目的達成のため、人工知能技術戦略で定めた「生産性」、「健康、医療・介

護」、「空間の移動」の重点分野において、人工知能技術の社会実装を推進する研究開発を実施した。 

1.2 アウトカム 

達成までの 

道筋 

事業期間内に社会実装シナリオを策定し、継続する取組を明確化してアウトカム達成に向けた取組

を進める。 

1.3 知的財産・

標準化戦略 

テーマ毎の出口戦略・社会実装に向けた戦略に基づき、知財、標準化戦略を策定した。知財マネジ

メント基本方針を策定しそれに基づく知的財産管理を実施した。 

２．目標及び達成状況 

 

2.1 アウトカム 

目標及び 

達成見込み 

【目標】 

人工知能技術を他に先駆けて開発し、人工知能関連産業の新規市場に先行者として参入すること

で、2030年時点における物流、運輸、介護・健康・福祉、観光、農林水産及び卸売・小売等で分野の

人工知能関連産業の新規市場約 38 兆 7000 億円の獲得をめざす。 

【達成見込み】 

各分野で人工知能の社会実装に向けた具体的な取組事例を多く創出できた。 

ベンチャー企業設立や協力企業と連携した継続的な活動により、今後の AI 社会実装に大きく貢献

し、市場を拡大につながることが期待出来る成果となった。 
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2.2 アウトプッ

ト目標及び達

成状況 

【最終目標】2022 年度 

「生産性」、「健康、医療・介護」、「空間の移動」の 3 分野において、策定した実用化計画に基

づく人工知能技術、Cyber Physical System（CPS）等の実フィールドでの実証を完了し技術の有効性

を検証するとともに社会実装に向けたシナリオを策定する。 

【中間目標】2019 年度 

上記重点分野において先導研究で技術的検証を完了し、本格研究及び実フィールドでの実証を行う

ための体制を整備するとともに課題解決に応じた対応シナリオからなる実用化計画を策定する。 

【達成状況】 

上記重点分野実フィールドでの実証を完了し、有効性を確認すると共に出口戦略と社会実装シナリ

オを策定した。事業主体となる企業連携等、具体的な取組も進んだ。日米連携の研究推進による成果

も生まれ研究人材が育っている。 

３．マネジメント 

 3.1 実施体制 

経産省担当原課 産業技術環境局 研究開発課 

プロジェクト 

リーダー 

辻井 潤一 
国立研究開発法人産業技術総合研究所  

フェロー・人工知能研究センター（AIRC）研究センター長川上 登福 
株式会社経営共創基盤 共同経営者マネージングディレクター株式会社先端技術

共創機構 代表取締役 

 

プロジェクト 

マネージャー 

加藤 宏明 

NEDO ロボット・AI 部 主査 

委託先 

① データコラボレーション解析による 

生産性向上を目指した次世代人工知能技術の研究開発 

委託先 (大)筑波大学 

再委託先 (株)エヌ・ティ・ティ・データ 

② ＡＩによる植物工場等バリューチェーン効率化システムの研究開発 

委託先 (株)ファームシップ, (大)東京大学 

再委託先 (大)豊橋技術科学大学,パイマテリアルデザイン(株) 

③ 農作物におけるスマートフードチェーンの研究開発 

委託先 (国研)産業技術総合研究所,(国研)農業 ・ 食品産業技術総合研究機構, 

（一財）日本気象協会 

再委託先 (大)岐阜大学,(学)新潟総合学園新潟食料農業大学 

④ MyData に基づく人工知能開発運用プラットフォームの構築  
委託先 (大)東京大学,(学)名古屋石田学園星城大学,(学)慶應義塾, 

(株)エングラフィア,(公財)未来工学研究所 

再委託先 イオン(株),(株)メディカルノート 

⑤ 人工知能による脳卒中予防システムの開発・実用化 

委託先 (学)慈恵大学東京慈恵会医科大学,(学)東京理科大学,(株)マックスネット 

⑥ 健康長寿を楽しむスマートソサエティ・ 

主体性のあるスキルアップを促進する AI スマートコーチング技術の開発 
委託先 (大)広島大学 

再委託先 (国研)産業技術総合研究所,(大)神戸大学,ダイヤ工業(株), 

(株)システムフレンド 

⑦ 人工知能支援による分子標的薬創出プラットフォームの研究開発 
委託先 (大)東北大学 

再委託先 (国研)産業技術総合研究所, (大)東京大学,(学)北里研究所 

⑧ 新薬開発を効率化・加速する製剤処方設計 AI の開発 
委託先 (大)京都大学 

再委託先 (国研)理化学研究所 

⑨ 

安全 ・ 安心の移動のための三次元マップ等の構築 

委託先 (国研)産業技術総合研究所, (大)東京大学（先端科学技術研究センター）, 

パナソニックホールディングス(株) 

再委託先 (大)東京大学（空間情報科学研究センター及び新領域創成科学研究科）, 

(大)九州工業大学 

⑩ 

サイバー・フィジカル研究拠点間連携による 

革新的ドローン AI 技術の研究開発 
委託先 (大)東京大学 

再委託先 (国研)産業技術総合研究所,(株)日立システムズ, イームズロボティクス(株) 

⑪ 

判断根拠を言語化する人工知能の研究開発  
委託先 (大)東海国立大学機構 

再委託先 損害保険ジャパン(株),(株)Human Dataware Lab.,名古屋鉄道(株), 

(株)日立物流,ミナミホールディングス(株) 

⑫ 人工知能を活用した交通信号制御の高度化に関する研究開発 
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委託先 (大)東京大学,(学)慶應義塾, (大)千葉大学, (大)東北大学, (大)北海道大学, 

日本無線(株),日本電気(株),住友電気工業(株),（一社）UTMS 協会 

⑬ 
高齢者の日常的リスクを低減する 

ＡＩ駆動アンビエントセンサ・アクチュエータシステムの研究開発  
委託先 (国研)産業技術総合研究所,(大)東京大学,セイコーインスツル(株) 

⑭ 

ロボットをプローブとした 

高齢者の生活機能の計測・分析・介入技術の研究開発 

委託先 (国研)産業技術総合研究所,パナソニック(株),キング通信工業(株) 

再委託先 (大)筑波大学,(学)花田学園東京有明医療大学 

⑮ 
健康増進行動を誘発させる実社会埋込型 AI による行動インタラクション技術の研究開発  
委託先 (国研)産業技術総合研究所,美津濃(株), (株)竹中工務店, 

(大)東京大学(人工物工学研究センター ・ 先端科学技術研究センター) 

⑯ 
生活現象モデリングタスク（介護現場） 

委託先 (国研)産業技術総合研究所 

再委託先 (国研)国立精神 ・ 神経医療研究センター 

⑰ 

IoT ・ AI 支援型健康・ 介護サービスシステムの開発と社会実装研究 
委託先 (国研)産業技術総合研究所,(国研)理化学研究所,(大)東京大学 

(学)立命館,(学)明治大学,地方独立行政法人東京都健康長寿医療センター,  

(国研)国立精神・神経医療研究センター,パナソニック(株),キング通信工業(株), 

美津濃(株),(株)竹中工務店,セイコーインスツル(株),foo.log(株) 

再委託先 (大)筑波大学,(学)花田学園東京有明医療大学, 

(大)東京大学（高齢社会総合研究機構）,(大)茨城県立医療大 

⑱ 
物流サービスの労働環境改善と付加価値向上のための 

サービス工学×AI に関する研究開発 
委託先 (国研)産業技術総合研究所,(大)筑波大学,(大)東京大学 

⑲ 
空間移動時の AI 融合高精度物体認識システムの研究開発 
委託先 (大)東京大学, (大)電気通信大学,(国研)産業技術総合研究所、 

オリンパス(株), (株)デンソー, （一財）マイクロマシンセンター 

⑳ 
AI 活用による安全性向上を目指したスマートモビリティ技術の開発 
委託先 (国研)産業技術総合研究所 

㉑ 
地理空間情報プラットフォーム構築と空間移動のスマート化 
委託先 (国研)産業技術総合研究所 

再委託先 (大)九州工業大学, (大)名古屋大学 

※⑬～㉑は既に評価済みで今回の評価対象外 

3.2  受益

者負担の考え

方 

 

 

事業費推移 

 

主な実施事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会計・勘定 2018fy 2019fy 2020fy 2021fy 2022fy 総額 

一般会計 1,602 1,033 1,820 1,673 1,536 7,664 

委託 1,602 1,033 1,800 1,653 1,536 7,624 

NEDO 施策 0 0 20 20 0 40 

3.3 研究開発計画 

 
情勢変化へ

の対応 

事業原簿「2.3 情勢変化への対応」を参照ください。 

本格研究への移行 

 実用化・事業化担当 PL の追加 

 各テーマの出口戦略精査のための課題整理 

 テーマの移行に伴う委員体制の強化 

新型コロナウイルスによる行動規制 

 個別テーマへの開発促進財源投入 

 定例進捗会議や委員会等をリモート開催実施に切り替え 
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中間評価 

結果への対

応 

出口戦略の具体化、詳細化、社会実装シナリオ策定に向けたマネジメントの強化 

・ チェックポイントほか委託先メンタリングの実施、丁寧なフィードバック対応の推進 

・ 技術推進委員会で課題解決に向けたコクリエーション型議論の推進 

・ 成果最大化に向けた開発促進財源投入 

広報・PR 活動の強化による、成果の認知度向上と企業マッチングの推進 

・ テーマ別 PR コンテンツの作成 

・ 広報、委託先と連携した広報活動（ニュースリリース発信、WEB 発信コンテンツの作成） 

・ 企業向け展示会への出展促進、セミナー、シンポジウムの開催 

 

 
中間評価 2020 年度 中間評価実施  担当部 ロボット・ＡＩ部 

終了時評価 2023 年度 終了時評価実施 担当部 ロボット・ＡＩ部 

別添 

 

投稿論文 

216 件 

詳細については、添付資料「特許論文等リスト」参照 

※査読の有無については、PMS の成果としての入力がないため区別なし 

特 許 
「出願済」46 件、「登録」3件、「国際」17 件 

※ソフトウェアの著作権 16 件（産総研内部での管理） 

その他の 

外部発表 

（プレス発表等）

「学会発表・講演」591 件 

「新聞・雑誌等への掲載」108 件 

「展示会等への出展」33 件 

基本計画に 

関する事項 

作成時期 2018 年 2 月策定 

変更履歴 

2018 年 4 月改訂（PM の任命） 

2019 年 5 月改訂（PM の変更等） 

2020 年 1 月改訂（グローバル、日米連携 統合） 

2020 年 7 月改訂（川上 PL 委嘱） 

2021 年 5 月改訂（PM の変更） 

2022 年 1 月改訂（PM の変更） 


